























・アトス山ラヴラ修道院Cod.A 86  (10世紀） 
・アトス山ラヴラ修道院Skevophylakion蔵写本（11世紀） 
・アトス山イヴィロン修道院Cod.1（11世紀） 
・ワシントン、Dumbarton Oaks Cod.1（11世紀） 




࣬ࣥ࢘ࢾࢵ࢔࢓ࠉIstituto Ellenico, Cod.gr.2  (11ୠ⣎㸞 
࣬࢓ࢹࢪᒜࢸ࢔࢛ࢼࢨࢗಞ㐠㝌Cod.587㸝11ୠ⣎㸞 





࣬ࢼ࣭࣭ࣖࣙࢠࠉࣅ࢓࣎ࣤࢹ࣓࣭࣬࢝ࣤᅒ᭡㤃Cod. M 692  (12ୠ⣎㸞 
























































A B C D E F 日数
○ ○ ○ ○ ○ ○ 104
○ ○ ○ ○ ○ 99
○ ○ ○ ○ 53
○ △ △ ○ ○ ○ 30
○ ○ ○ △ △ △ 8
○ ○ ○ ○ ○ 8
○ ○ ○ 6
○ △ ○ △ ○ 4
○ ○ △ △ △ 4
○ ○ ○ ○ 4
○ △ △ ○ △ ○ 3
○ ○ ○ ○ 3
○ ○ ○ 3
○ △ △ ○ △ ○ 3
△ △ ○ ○ ○ 2
△ △ ○ ○ ○ 2
○ ○ △ △ 2
○ △ △ ○ △ △ 2
○ △ ○ △ △ 2
○ ○ 1
○ ○ ○ ○ ○ 1
○ ○ ○ ○ ○ 1
○ ○ ○ △ ○ △ 1
○ ○ △ ○ △ 1
○ ○ △ ○ △ 1
○ △ ○ △ ？ 1
○ ○ ○ ○ 1
○ ○ ○ △ △ ○ 1
○ ○ ○ 1
○ ○ △ △ ○ ○ 1
○ ○ △ △ △ 1
○ △ ○ △ ○ 1
○ ○ ○ △ ○ △ 1
○ ○ ○ ○ ○ 1
○ △ △ ○ ○ 1
○ ○ ○ ○ △ △ 1
○ △ ○ △ 1
○ ○ 1
○ △ △ ○ △ △ 1




















・  9 月 13日 エルサレムのキリスト復活聖堂（聖墳墓聖堂）(11) 
・  9 月 21日 Petraの聖母聖堂(12) 
・ 10 月 31日 総主教座の聖母聖堂(13) 
・ 11 月 4日 Kyrouの聖母聖堂(14) 
・ 11 月 5日 Sphorakiouの聖テオドロス聖堂(15) 
・ 12 月 1日 宮廷附属聖堂 
・ 12 月 18日 Chalkoprateiaの聖母聖堂(16) 
・ 12 月 22日 アギア・ソフィア大聖堂の開堂
アニクシア
 
・ 12 月 23日 アギア・ソフィア大聖堂の献堂 
・  5 月 1日 ネア・エクリシア(17) 
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